


当初予算について説明します

特別会計� 24億8,670万円

性質別

1人あたりの予算額 717,971円

基金残高の推移�

公債費残高の推移企業会計� 1億200万円

　令和4年度は町制施行90周年・ユネスコエコパーク登録10周年にあたります。この記念すべき年を“VISIT 
AYA YEAR 2022～綾町産業観光の年～”と位置づけ、地域経済・社会活動の活性化や魅力度向上を図ることで
コロナ禍からの復興に取り組みます。
　住民の皆さんの生活を支援する新規事業としては、町外へバスで通学する中・高校生の定期券購入費の補助
を始めます。また、子育て世代の移住定住を促進するために、従来の家賃補助に加え住宅の購入についても支
援します。さらに、おでかけバス（通称100円バス）の対象年齢を70歳まで引き下げ、高齢者が心身の健康づ
くりのために外出する機会の創出を図っていきます。主な事業については4～7ページで紹介しています。
　町制施行100周年に向け、綾町が世界に先駆けて取り組んできた「循環型」で「持続性の高い」まちづくり
の基盤をさらに強固にするための取り組みを推進していきます。

会計名 令和4年度 令和3年度 増減率
国 民 健 康 保 険 11億4,300万円 11億8,500万円 △3.5％
後 期 高 齢 者 医 療 1億1,700万円 1億1,850万円 △1.3％
介 護 保 険 9億5,800万円 9億3,619万円 2.3％
農業集落排水事業 2,240万円 2,080万円 7.7％
公 共 下 水 道 事 業 1億8,960万円 1億3,600万円 39.4％
浄 化 槽 事 業 5,670万円 4,140万円 37.0％

令和4年度 構成比

義 務 的 経 費
人 　 件 　 費 9億4,362万円 19.3％
扶 　 助 　 費 5億　256万円 10.3％
公 　 債 　 費 4億9,759万円 10.1％

投 資 的 経 費 普 通 建 設 事 業 費 5億5,190万円 11.3％
災 害 復 旧 事 業 費 333万円 0.1％

そ の 他 の 行 政 費

補  助  費  等 8億9,879万円 18.3％
物 　 件 　 費 8億7,350万円 17.8％
繰 　 出 　 金 3億7,791万円 7.7％
積 　 立 　 金 1億6,537万円 3.4％
維 持 補 修 費 5,771万円 1.2％
そ 　 の 　 他 2,572万円 0.5％

合 　 　 計 48億9,800万円 100.0％

区分 令和4年度（見込み）令和3年度（見込み） 令和2年度
財 政 調 整 基 金 5億2,319万円 5億7,601万円 2億4,311万円
減 債 基 金 1億2,338万円 1億2,337万円 9,336万円
ふ る さ と 綾
サ ポ ート 基 金 3億4,746万円 3億7,126万円 2億1,961万円

令和4年度（見込み）令和3年度（見込み） 令和2年度
年 度 末 残 高 42億4,056万円 43億5,888万円 44億9,185万円

会計名 令和4年度 令和3年度 増減率
水 道 事 業 1億200万円 1億600万円 △3.8％

その他
（地方譲与税・地方特例交付金など）

6,882万円
1.4％

地方交付税
19億8,000万円
40.4％

地方消費税交付金
1億4,800万円
3.0％

国庫支出金
4億5,845万円
9.4％

県支出金
3億2,517万円
6.6％

町債
3億7,440万円
7.6％

町税
6億1,176万円
12.5％

寄附金
4億5,000万円
9.2％

自主財源
31.6％

依存財源
68.4％

繰入金
2億3,976万円
4.9％

使用料及び手数料
1億1,982万円
2.5％

繰越金
6,000万円
1.2％

その他
（諸収入・財産収入など）

6,182万円
1.3％

農林水産業振興など
3億1,034万円
6.3％

窓口サービスや役場の運営、
ふるさと納税事業など
9億8,266万円
20.1％

借入金の返済など
4億9,759万円
10.2％

道路や橋、公園などの管理など
4億8,704万円
9.9％

教育の充実など
4億3,759万円
8.9％

地域経済や観光振興など
2億9,151万円
6.0％

福祉や保育の充実など
13億7,093万円
28.0％

民生費

目的別

総務費

公債費

土木費

教育費

農林水産業費

商工費
衛生費

消防費
その他

消防活動や防災・減災など
1億8,817万円
3.8％

健康増進やごみ対策など
2億6,196万円
5.4％

議会に要する経費など
7,021万円
1.4％

町税の内訳
固定資産税 3億1,326万円
町　民　税 2億2,622万円
軽自動車税 3,128万円
た ば こ 税 4,100万円

歳　入歳　出

令和4年度
一般会計当初予算額 48億9,800万円 前年度比9.9％減

●自主財源とは…町税、寄附金、使用料など町が自主的に得られる財源
●依存財源とは…地方交付税、国・県支出金など国や県の基準によって定められた額が交付される財源

●義務的経費とは…その支出が義務づけられ、任意に削減できない経費（人件費、扶助費、公債費）
●投資的経費とは…社会資本の整備に要する経費（道路整備など）
●その他の行政費とは…物件費や維持補修費などに支出される経費
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主な取り組み

　生活の質の向上と地域経済の活性化を目的に、
綾手づくりほんものセンター再編計画の策定に
取り組むほか、防災減災や景観向上につなげる
中心市街地の無電柱化工事、水辺を生かして地
域のにぎわいを創出する本庄川かわまちづくり
事業などに取り組みます。
　また、安心安全な道路ネットワークを構築す
るために、歩道の整備などを順次進めていきま
す。

　高齢者の外出を促し、健康づくりや生きがいづくりを支援
するため、「綾町おでかけバス（通称 100円バス）」の対象年
齢を 75歳以上から 70歳以上に引き下げ、利用対象者を拡
大します。

　道路の利便性や安全性の向上を図り、町民の
皆さんが安心して利用できる道路を守っていく
ため、町道の拡張や排水路の整備、舗装・補修、
沿道の草刈り、街路樹の管理などを行います。

　東中坪・西中坪・南麓・麓・北麓地区
※令和 2年度から、1年あたり 5地区で重点的に町道の
維持管理を行っています（倉輪・二反野・尾立地区は辺
地対策事業債を活用して整備します）

　路線バスの利用促進と中学生・高校生を養育
する保護者の経済的負担を軽減するため、宮交
バスの通学定期券購入費の 4分の 1を補助し
ます。対象は、綾町から町外の中学校・高等学
校に通学する生徒を養育する保護者です。なお、
各学校が独自に運行するスクールバスは対象外
です。詳しくは右下のＱＲコードから役場ホー
ムページをご確認ください。申請書
のダウンロードも可能です。

　令和 4年度に新たにスタートする事業や重点的に取り組む事業の中から、特に皆さんの暮ら
しにかかわるものについて、第八次綾町総合長期計画の 6つの基本目標に沿って説明します。

安全で安心して暮らせるまちづくり
防災・消防・救急体制の充実、道路・交通ネットワークの充実、住宅・市街地の整備、
交通安全・防犯対策の充実、消費者対策の充実、電子自治体の推進などを目指します。

１

健康でいきいきと暮らせるまちづくり
高齢者福祉の充実、障がい者福祉の充実、健康の増進、社会保障の充実などを目指します。

3

道路の整備・維持管理� １億7,367万円

めざせ健康長寿！高齢者外出機会創出事業� 695万円

高校生などの定期券購入を補助� 500万円

社会資本整備総合交付金事業（都市・道路）� 4,481万円

令和4年度の町道維持管理重点地区

令和４年度
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　地球環境保全を目的に、国内はもとより国際社会で脱
炭素化対策の取り組みが強化されています。わが国では、
農業分野において特に有機農業の推進や先進技術の活用
が推進されることから、有機農業の先進地として「オー
ガニックビレッジ宣言」を行うことやオーガニックアカ
デミー（学びの場）創出を検討します。
　また、小・中学校での有機給食の実施や有機ＪＡＳほ
場の団地化などに取り組みます。

　初潮の低年齢化や高齢出産の増加などのライ
フスタイルの変化により、20～ 30歳代の乳が
んや子宮がんが増えていることを受け、乳がん
検診の対象年齢を 30歳から 20歳に引き下げ
対象者を拡大します。また、子宮がん検診＋Ｈ
ＰＶ検査の節目検診対象者を 25歳～ 64歳ま
での 3歳刻みとし、がんの早期発見・早期治療
に繋げます。

　傾聴ボランティアとは、介護施設や高齢者宅
を訪問して話を聞くボランティア活動です。話
し手の心の苦しみや孤独を癒す役割を持ってい
ます。
　町内で傾聴ボランティアを育成し、高齢者な
どが安心して住み慣れた地域で暮らし続けられ
るように、地域住民の見守りや助け合いのネッ
トワーク構築を目指します。

　地域の皆さんの自主的で主体的な地域づくり
を支援するため、令和 4年度に新たに行う取
り組み（自治公民館活動や環境保全活動、文化
活動、地域の魅力発信、町有施設・遊休資源を
活性化させる独自イベントなど）の提案に対し、
30万円を上限に補助します。

対象／綾町を主な活動場所としている3人以上　
　　　の団体で、会員の半数以上が綾町在住ま
　　　たは在勤であること
　　　
補助対象となる経費／
　　　講師への謝礼金、広告宣伝料、印刷製本費
　　　会場や機器の使用料など

　若者や子育て世代の移住定住を促進すること
により、自治公民館活動の維持・推進や地域経済
の活性化などを図ります。これまでの住宅賃借
料の補助に加え、新たに住宅の新築・購入（中
古住宅含む）も補助します。消防団への入団に
よる加算もあります。

条件／綾町に 5年以上居住すること
　　　自治公民館に加入すること　　など

　対象年齢や補助額などは、住宅を新築・購入す
る場合と住宅を借りる場合とで異なります。詳
しくは、役場ホームページをご確認ください。
右のＱＲコードからアクセスできます。

力強く活力に満ちた住み続けられるまちづくり
農林水産業の推進、商工業の振興、観光・レクレーションの振興、
産業・雇用・定住対策の充実などを目指します。

2

ゆめ応援プロジェクト支援事業� 500万円 若者移住定住促進支援事業� 550万円

がん検診の拡充� 1,381万円 傾聴ボランティア育成� 26万円

みどりの食料システム戦略緊急対策事業� 570万円
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　新型コロナウイルス感染症対策として、小学
校の児童用トイレ 8カ所を洋式にします。

　老朽化した町営住
宅の修繕や維持管理
を行うほか、東中坪
住宅の長寿命化対策
として屋上防水改修
工事を行います。

　綾小学校の常勤講師を 1人増員し、児童一人ひとりに行き届くきめ細やかな教育を行います。
　また、子ども家庭総合支援拠点事業（465万円）では、すべての子どもを大切に守り育てるため、
子ども家庭支援員を採用するなど子育ての悩みや困りごとを相談しやすい環境づくりに努めます。

　生き生きと豊かな生活を送るためには、生涯を通じて
学び・学習の活動を続けていくことが大切です。心身の
健康づくりや交流活動、地域活動の推進を図るため、町
公民館講座を拡充し、親子で参加できる講座や新たな講
座を増やします。

　中学生の学習環境を整備し安心して学習でき
るよう、特別教室棟の屋根防水工事を行います。

　綾町は令和4年10月に町制施行90周年、そ
して 7月にユネスコエコパーク登録 10周年を
迎えます。10月 23日（日）に記念式典を開催
するほか、まちづくりや綾ユネスコエコパーク
に関する情報発信・催しも行います。

郷土を担う人づくり
子育て支援の推進、幼児・学校教育の充実、社会教育の充実などを目指します。

4

共に支えあい自立するまちづくり
自治公民館活動の推進、男女共同参画・人権尊重社会の形成、行財政運営の充実などを目指します。

5

小学校児童用トイレを洋式に� 381万円

生涯学習の推進� 481万円

町営住宅の管理� 2,350万円 町制施行90周年・ユネスコエコパーク
登録10周年記念事業� 284万円

中学校校舎の長寿命化� 1,271万円

学力向上対策� 775万円
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　地域の皆さんが交流や健康づくりの場として利用して
いるふれあい公園の環境整備として、二反野ふれあい公
園のトイレを整備します。また、中央ふれあい公園の遊
具設置や松原公園の手洗い場設置などを進めます。

　綾町は（公財）イオン環境財団と連携し、割付町有林の「綾
町イオンの森」で里山再生に取り組んでいます。令和 3年ま
でに延べ2,600人が約2万本の苗木を植樹。綾中学校の生徒
たちの環境学習の場としても活用が進んでいます。令和 4年
度は、遊歩道を整備し自然散策の場を創出するなど、里山の
持つ多くの役割を活用できるようにするための普及・啓発に
も取り組みます。
　そのほか、町内にある自然散策道や登山道を調査し、子ど
もから大人まで健康増進やレジャーのために活用できるコー
ス整備や活用推進につなげます。

　地球環境保全のために脱炭素化が世界的に推進される中で、国内でも各地でゴミの削減やリサイク
ルの取り組みが強化されています。生ゴミ分別資源化を基盤とした綾町の循環型システムの維持を図
るため、戸別収集モデル事業として宮原地区で実証実験を行い、課題や結果を町のゴミ対策に反映さ
せます。

　令和元年から町内の花壇の植栽を、綾町の景観にふさ
わしく季節の移ろいが感じられる多年草を中心としたも
のへと移行しています。これまで錦原花壇、尾堂花壇、神
下公民館の花壇で多年草を植栽し、住民ボランティアを
中心に管理しています。
　令和 4年度は郷鴫信号西側の花壇を整備する計画で、
地域の皆さんや南九州大学と連携しながら植栽や管理に
取り組む予定です。

快適で美しいまちづくり
ユネスコエコパークを活かしたまちづくりや循環型社会の構築、上下水道の整備、
公園・緑地・水辺の整備、ユネスコエコパークにふさわしい自然と調和した景観づくり
などを目指します。

6

公園の整備・管理� 3,380万円

花壇展開プロジェクト� 800万円

綾町イオンの森の整備・保全� 186万円

ゴミ対策� 60万円
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令和４年度　職員の配置
町長　籾田　学　　副町長　中薗　兼次　　教育長　岩切　康郎

（令和4年4月1日現在/職員数98人）

※黒太字は異動者・新規採用者

課　名 課　長 主　幹 係　名 係　長 主な業務

総務課 竹下　琢郎 新宮領　政義

総 務 係 （主幹兼務） 河野　さき 重久　愛莉 福留　怜
（宮崎市に派遣）

人事、給与、個人情報保護
選挙、秘書、行政改革

危機管理係 藤島　裕輔 黒田　祐大 消防、防災、交通、防犯

情報管理係 山口　貴之 川野　早夏 黒田　祐大（兼務） 文書全般、情報公開
情報システム

財政課 兒玉　良次 外山　和宏
財 政 係 岡元 信司 加藤　侑也 財務、財政計画、入札契約

管 財 係 （主幹兼務） 田村　隆也 町営住宅、管財

総合政策課 松下　栄一郎 阪元　裕一

商工観光係 （主幹兼務） 河野　康大朗 德弘　秀人（兼務） 商工業振興、観光

まちづくり 
推進係 井上　博人 藤田　浩史郎 長期計画、総合戦略、広域連携

統計、広報公聴、男女共同参画

ふるさと納税係 田中　勇輔 德弘　秀人 ふるさと納税

福祉保健課 佐藤　光久 鶴田　浩

福祉・児童
家庭係 河上　裕子 松原　航生 皿良　愛美

生活保護、高齢者福祉、
障がい者福祉、児童福祉、
保育所、ひとり親支援

（南俣保育所） 所長
丸田　友紀

川野　裕子 濱川　真代

保育
後藤　奈々恵 藤田　万里子

（中坪保育所） 所長
高松　千尋

本部　早苗 坂本　光絵 原田　舞加

池田　真衣 橋谷　伊織

（子育て支援
センター） 所長

松山　美穂子

子育て相談

（あやっ子
ケアルーム） 病児・病後児保育

保健推進係 前田　真紀 青栁　康子 奥山　博文 蛯原　健太 後期高齢者医療保険、介護保険

地域包括係 岡元　飛馬 多田　亜沙子 一般介護予防、地域包括支援

健康増進係
黒田　ゆかり

菊池　珠美 兒玉　初后 吉冨　萌
健康対策、母子保健、精神保健

（健康センター） 齋藤　理沙 田村　真理菜

農林振興課
（有機農業開発

センター）
入田　賢一 入船　秀康

農林振興係 湯淺　邦弘 西　英敬 花岡　誠 岩切　俊樹 農家経済、農業団体
農林水産業振興、有害鳥獣対策

有機農業
振興係 小八重　志保 後藤　公輔 自然生態系農業、有機JAS認定

農 政 係 （主幹兼務） 森本　亜紀 農業委員会、就農相談

町　民　課 野村　修

生活環境係 鈴木　秀一 ごみ、廃棄物、公害、環境衛生

町 民 係 横山　雅代
岩切　紀子 松澤　健志 伊福　彩花 戸籍、住民登録、窓口事務

国保、年金川添　智瑛

税 務 係 齋藤　勇造
松葉　由佳梨 沼口　大輝 春元　俊輔 町税、国保税の賦課徴収

固定資産評価、地籍調査薗田　篤公 濱竹　春親

建　設　課 中原　修一 佐藤　道彦
丸田　信也

管 理 係 節政　健一郎 松田　夏実 道路・公園等維持管理、
都市計画、景観計画、建築基準

建 設 係 田牧　良 池田　和幸
道路、橋梁、
水路等の生活基盤整備、
土木技術設計

上下水道係 大村　俊介 髙橋　佑侍朗 水道、公共下水、
農業集落排水、浄化槽

ユネスコエコ
パーク推進室 倉前　省吾 ユネスコエコ

パーク推進係 河野　円樹
自然環境保全及び対策、
里山再生、
大学等との連携

会　計　室
会計管理者

兼室長
吉鶴　慶久

会 計 係 外山　和恵 出納全般

議会事務局 高松　俊秀 野村　美樹 議会、監査、公平委員会

教
育
委
員
会

教育総務課 野村　敏幸 村中田　博
（県より派遣） 学校教育係 松下　美代子 学校教育

社会教育課 森園　由美子 社会教育係 麻生　昌秀
鶴田　智恵 井上　隆広 社会教育、自治公民館、図書館

生涯学習、スポーツ振興森本　隆太
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お知らせ＆情報 2022
5月

後期高齢者障がい認定について
　65 ～ 74 歳までで一定の障がいを持つ人は、後期高齢者医療制度に加入することができます。申請
し、認定されると病院の窓口での負担が 1 割（一定以上の所得がある場合は 3 割）となります。
　なお後期高齢者医療制度は、受けられる給付や支払う保険料などがそれまで加入していた健康保険
と異なりますので、事前にご相談ください。

認定できる障がいの範囲
　・・　障害年金などの受給者であり国民年金証書 1・2 級の人
　・・　身体障害者手帳 1・2・3 級の人、4 級の一部（音声機能・言語機能・下肢障がいの一部）の人
　・・　精神障害者保健福祉手帳 1・2 級の人
　・・　療育手帳Ａの人
※申請に必要なもの／障害者手帳（年金証書）などの写し、現在お持ちの被保険者証

■問い合わせ先／保健推進係　☎７７－１１１４

　令和 4 年度の予算と主な事業の説明を行うほか、各地区の課題の共有、集落や自治公民館の未来に
視点をおいた取り組みについての提案・意見交換などを行います。皆さんの参加をお願いします。な
お、新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、会場や開催日を変更する場合や、公民館役員のみ
で開催する場合がありますのでご了承ください。
　また、令和 4 年度の予算と主な事業の情報は本誌の 2 ～ 7 ページに掲載していますのでご覧くださ
い（町政だよりの発行・配布はありません）。

座談会の内容・日時・場所
　午後 7 時 30 分　 公民館長あいさつ
　午後 7 時 35 分　 令和 4 年度の予算や主な事業の説明
　午後 7 時 50 分　 意見交換　（午後 8 時 30 分終了）
　※中堂は午後 7 時開会、8 時終了

■問い合わせ先／まちづくり推進係　☎７７－３４６４

後期高齢者医療保険からのお知らせ

まちづくり座談会を開催します

4月25日（月） 久 木 野 々 公 民 館 5月26日（木） 北 麓 公 民 館
4月26日（火） 竹 野 公 民 館 5月30日（月） 神 下 公 民 館
4月28日（木） 尾 立 公 民 館 5月31日（火） 宮 原 公 民 館
5月10日（火） 割 付 公 民 館 6月  2日（木） 崎ノ田公民館（昭和）
5月12日（木） 倉 輪 公 民 館 6月  6日（月） 尾原公民館（古屋）
5月13日（金） 二 反 野 公 民 館 6月  7日（火） 宮 谷 公 民 館
5月16日（月） 杢 道 公 民 館 6月20日（月） 立 町 公 民 館
5月19日（木） 麓 公 民 館 6月21日（火） 揚 町 公 民 館
5月20日（金） 南 麓 公 民 館 6月23日（木） 中 堂 公 民 館
5月23日（月） 東 中 坪 公 民 館 6月27日（月） 四 枝 公 民 館
5月25日（水） 西 中 坪 公 民 館 6月28日（火） 上 畑 公 民 館
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お知らせ＆情報

タクシー利用料金の助成　
　綾町在住の高齢者が通院などでタクシーを利用するときの料金の一部を助成するため、1 日に 4 枚
まで使えるタクシー券を年間 1 冊交付します。
　対象者は下表のとおりで、三親等以内の親族、入所施設の職員、ケアマネジャーなどの受け取りの
署名が必要です。ただし、タクシー券に記載された名義人以外は利用できません。

利用できるタクシー会社／宮交タクシー　☎７７－０１２７

入浴施設利用料金の助成
　綾町在住の高齢者がフォレスト綾川荘本館（旧てるはの森の
宿）の入浴施設を利用する場合の料金の一部を助成するため、
回数券を年間 1 冊交付します。回数券の交付には、下表に該当
する人の三親等以内の親族、入所施設の職員、ケアマネジャー
などの受け取りの署名が必要です。ただし、回数券に記載され
た名義の人以外は利用できません。
　なお、新型コロナウイルス感染症の影響で入浴施設が休館に
なる場合があります。各施設にお問い合わせください。

■問い合わせ先／福祉・児童家庭係　☎７７－１１１４

タクシー・入浴施設の利用料金を助成します

地区 条件 助成額/枚数

綾町在住で
右記の障がいを持つ人

（全地区）

○下肢または体幹機能障がい　１～ 3 級
○心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・小腸・
　直腸機能障がい１級
○視覚障がい　１級
○療育手帳　Ａ

500 円
100 枚

倉輪・竹野 70 歳以上（70 歳に到達した月から該当）

二反野・久木野々・尾立 70 歳以上（70 歳に到達した月から該当）
500 円
 80 枚

上畑・四枝・宮谷
古屋・崎ノ田

宮原・小田爪・杢道・割付
75 歳以上（75 歳に到達した月から該当）

500 円
 48 枚

中堂・揚町・立町
昭和（崎ノ田以外）・神下
東中坪・西中坪・南麓・麓

北麓（小田爪以外）

75 歳以上（75 歳に到達した月から該当）
500 円
 32 枚

助成額/枚数 対　象 利用可能施設

１回あたり 200 円
年間 1 人 24 枚まで

・70 歳以上
・障がい者手帳 1 ～ 3 級を持っている人
・療育手帳を持っている人

フォレスト綾川荘本館
（旧てるはの森の宿）

☎ 77-1227
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お知らせ＆情報

　狂犬病は、犬だけでなく人にも感染する病気です。発症すると助かりません。近年、中国などアジ
ア諸国での発生が多くなっており、注意が必要です。

狂犬病を防ぐには
　一度、狂犬病ウイルスの侵入を許してしまうと、検疫で狂犬病の流行を防ぐことは困難です。狂犬
病の流行・拡大を防ぐには、狂犬病予防注射の接種が重要となります。

狂犬病予防法
　生後 91 日以上の犬の飼い主は、年に１回、狂犬病予防注射と生涯１回の登録を受けさせることが
義務づけられています。室内飼い、猟犬などすべての犬が対象です。

飼い主の義務
　● 住んでいる市町村に必ず飼い犬を登録すること
　● 飼い犬に年 1 回の狂犬病予防注射を受けさせること
　● 飼い犬に鑑札と注射済票を付けること
　● 犬が死亡したときは、町民課生活環境係に届け出ること
　● 住所が変わったときは転入先の市町村役場に届け出て、鑑札と注射済票を一緒に渡すこと
　● 犬を譲るときや譲り受けたときは、鑑札と注射済票を一緒に渡し、所有者変更届を出すこと
　● 飼い犬がいなくなったときは、町民課生活環境係、高岡警察署（☎ 82-4110）、 
 　　みやざき動物愛護センター（☎ 84-2600）に連絡すること
　● 放し飼いをしないこと
　● 犬が逃げないように日ごろから首輪や鎖の点検をしておくこと
　● 散歩中は袋を携帯し、フンの後始末を必ず行うこと
　● 散歩をするときは犬を引き縄から放さないこと
　● 動物を傷つけたり捨てたりするのは犯罪です。最後まで責任をもって飼育しましょう。

■問い合わせ先 / 生活環境係　☎ ７７－３４６５　

狂犬病予防注射を受けましょう　

令和 4 年度　狂犬病予防集合注射の日程
地区 場所 時間 地区 場所 時間

５
月
13
日
（
金
）

釜牟田 釜牟田班長宅  9:30 ～   9:35

５
月
19
日
（
木
）

竹野 竹野公民館 9:00 ～   9:20
広沢 広沢公民館  9:50 ～ 10:00 尾立 尾立公民館 9:30 ～   9:40
倉輪 倉輪公民館 10:15 ～ 10:25 割付 割付公園 9:50 ～ 10:15

陣之尾 陣之尾公民館 10:40 ～ 10:50 杢道 杢道公民館 10:20 ～ 10:35
二反野 二反野公民館 11:00 ～ 11:25 久木野々

小田爪 小田爪集会所 10:40 ～ 10:50
宮谷 宮谷公民館 11:35 ～ 11:50
上畑 上畑公民館 13:05 ～ 13:20 北麓 北麓公民館 10:55 ～ 11:10
四枝 四枝公民館 13:25 ～ 13:40 麓 麓公民館 11:15 ～ 11:50
中堂 中堂公民館 13:45 ～ 14:00 宮原 宮原公民館 13:10 ～ 13:45
揚町
立町 揚町公民館 14:05 ～ 14:20 神下

東中坪 神下公民館 13:50 ～ 14:05

古屋 尾原公民館 14:25 ～ 14:50 西中坪 西中坪公民館 14:10 ～ 14:25

昭和 崎ノ田公民館
元町公民館

14:55 ～ 15:10
15:15 ～ 15:30

南麓
全地区 綾町役場 14:30 ～ 15:00

※注射料／年 1 回 3,300 円、登録料／生涯１回 3,000 円
※郵送されたはがきを持参してください
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お知らせ＆情報

　通院や買い物などに乗車無料の外出支援バスを利用しませんか。初めて利用する場合は、登録が必
要です。綾町社会福祉協議会に申請書をご提出ください。

　対　　象／65歳以上で運転免許証を持っていない人（証明書として運転免許証を持っている人を含む）
　　　　　　身体障害者手帳などを持っている人
　運行日時／軽自動車タイプ／祝日・年末年始を除く月～金曜日　午前 8 時 30 分～午後 3 時 30 分
　　　　　　　　　　　　　　※自宅まで送迎します
　　　　　　10人乗りタイプ／祝日・年末年始を除く月～金曜日　午前 8 時 50 分～午後 3 時 30 分
　　　　　　　　　　　　　　※下表のとおり乗車場所・時刻が決まっています
　利用方法／利用を希望する日の前日までに高年者研修センターへ電話で予約（☎ 77-1133）

10人乗りタイプの運行時刻表� （高年Ｃは高年者研修センター）

※運行時刻表は役場窓口や高年者研修センターで配布しています

■問い合わせ先／綾町社会福祉協議会　☎７７－３０６６

外出支援バスをご利用ください

月
曜
日

第1便 二反野 倉輪 陣之尾 上畑 四枝 中堂 揚町 立町 目的地 図書館 高年Ｃ
送り 9:00 → 9:10 → 9:15 → 9:20 → 9:25 → 9:30 → 9:35 → 9:40 → 9:45 → 9:48 → 9:50
迎え 12:20 ← 12:10 ← 12:05 ← 12:00 ← 11:55 ← 11:50 ← 11:45 ← 11:40 ← 11:35 ← 11:32 ← 11:30

第2便 宮谷 大平山 尾原 古屋 崎ノ田 昭和 目的地 図書館 高年Ｃ
送り 10:00 → 10:05 → 10:10 → 10:15 → 10:20 → 10:25 → 10:30 → 10:33 → 10:35
迎え 15:05 ← 15:00 ← 14:55 ← 14:50 ← 14:45 ← 14:40 ← 14:35 ← 14:32 ← 14:30

火
曜
日

第1便 久木野々 宮原 神下 東中坪 西中坪 目的地 図書館 高年Ｃ
送り 8:50 → 9:00 → 9:05 → 9:10 → 9:12 → 9:15 → 9:18 → 9:20
迎え 11:20 ← 11:10 ← 11:05 ← 11:00 ← 10:58 ← 10:55 ← 10:52 ← 10:50

第2便 小田爪 麓 南麓 目的地 図書館 高年Ｃ
送り 9:30 → 9:35 → 9:38 → 9:40 → 9:43 → 9:45
迎え 11:45 ← 11:40 ← 11:37 ← 11:35 ← 11:32 ← 11:30

第3便 竹野 尾立 大谷 割付 杢道 北麓 目的地 図書館 高年Ｃ
送り 10:00 → 10:05 → 10:10 → 10:15 → 10:20 → 10:25 → 10:30 → 10:33 → 10:35
迎え 15:05 ← 15:00 ← 14:55 ← 14:50 ← 14:45 ← 14:40 ← 14:35 ← 14:32 ← 14:30

水
曜
日

第1便 宮谷 大平山 尾原 古屋 崎ノ田 昭和 目的地 図書館 高年Ｃ
送り 9:00 → 9:05 → 9:10 → 9:15 → 9:20 → 9:25 → 9:30 → 9:33 → 9:35
迎え 12:05 ← 12:00 ← 11:55 ← 11:50 ← 11:45 ← 11:40 ← 11:35 ← 11:32 ← 11:30

第2便 二反野 倉輪 陣之尾 上畑 四枝 中堂 揚町 立町 目的地 図書館 高年Ｃ
送り 9:50 → 10:00 → 10:05 → 10:10 → 10:15 → 10:20 → 10:25 → 10:30 → 10:35 → 10:38 → 10:40
迎え 15:20 ← 15:10 ← 15:05 ← 15:00 ← 14:55 ← 14:50 ← 14:45 ← 14:40 ← 14:35 ← 14:32 ← 14:30

木
曜
日

第1便 小田爪 杢道 北麓 麓 南麓 目的地 図書館 高年Ｃ
送り 8:50 → 8:55 → 9:00 → 9:05 → 9:08 → 9:10 → 9:13 → 9:15
迎え 11:20 ← 11:15 ← 11:10 ← 11:05 ← 11:02 ← 11:00 ← 10:57 ← 10:55

第2便 竹野 尾立 大谷 割付 目的地 図書館 高年Ｃ
送り 9:30 → 9:35 → 9:40 → 9:45 → 9:50 → 9:53 → 9:55
迎え 11:55 ← 11:50 ← 11:45 ← 11:40 ← 11:35 ← 11:32 ← 11:30

第3便 久木野々 宮原 神下 東中坪 西中坪 目的地 図書館 高年Ｃ
送り 10:20 → 10:30 → 10:35 → 10:40 → 10:42 → 10:45 → 10:48 → 10:50
迎え 15:00 ← 14:50 ← 14:45 ← 14:40 ← 14:38 ← 14:35 ← 14:32 ← 14:30

金
曜
日

第1便 二反野 倉輪 陣之尾 上畑 四枝 中堂 揚町 立町 目的地 図書館 高年Ｃ
送り 9:00 → 9:10 → 9:15 → 9:20 → 9:25 → 9:30 → 9:35 → 9:40 → 9:45 → 9:48 → 9:50
迎え 12:20 ← 12:10 ← 12:05 ← 12:00 ← 11:55 ← 11:50 ← 11:45 ← 11:40 ← 11:35 ← 11:32 ← 11:30

第2便 宮谷 大平山 尾原 古屋 崎ノ田 昭和 目的地 図書館 高年Ｃ
送り 10:00 → 10:05 → 10:10 → 10:15 → 10:20 → 10:25 → 10:30 → 10:33 → 10:35
迎え 15:05 ← 15:00 ← 14:55 ← 14:50 ← 14:45 ← 14:40 ← 14:35 ← 14:32 ← 14:30
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お知らせ＆情報

　「人生 100 年時代」と言われるようになりました。何歳からでもいろいろな
ことにチャレンジできる時代です。それは同時に、超高齢化社会がさらに進む
ことも意味します。令和 7 年には高齢者の 5 人に 1 人が認知症になると言われ
ています。充実した人生を送るために、健康づくりに取り組みましょう。

運動は脳の認知機能に良い影響を与えます
　運動は脳に十分な血流を促します。特にウォーキングなどの有酸素運動がオ
ススメです。

生活習慣病を予防しましょう
　糖尿病や高血圧、脂質異常症などの生活習慣病は、脳血管性認知症の危険因子と考えられています。
アルツハイマー型認知症の発症率は、糖尿病患者では 2 倍、高血圧患者では 3 倍も上がると言われて
います。運動やバランスの良い食生活を心がけ、認知症はもとより生活習慣病も予防しましょう。

健診結果から生活の見直しを
　健康診査を年 1 回は受診しましょう。必要に応じて医師や保健師に相談し、食生活を見直すなど取
り組みやすいことから始めましょう。運動は、時間や負荷を少しずつ増やすと習慣化できます。

みんなで楽しく運動を続けましょう
　感染防止対策を徹底しながら集団で取り組むと、運動は継続しやすくなります。「いきいき百歳体操」
や「らくらく運動教室」、「ミラクルジム」「体幹トレーニング」などの運動教室に参加してみませんか。　

■認知症相談や運動教室の問い合わせ先／地域包括支援センター　☎７７－３１４１

　町税・水道料などを納める際は、安心・安全・便利な口座振替をご利用ください。
　口座振替申請をすると、納期ごとに指定された預貯金口座から自動的に引き落としで納付すること
になりますので、納め忘れがありません。一度手続きをすると、変更・解約のない限り指定預貯金口
座からの振り替えは自動継続されます。振替依頼申請書は、綾町役場・宮崎銀行綾支店・ＪＡ綾町・
綾郵便局の窓口にあります。申請した翌月から振り替えが開始されます。

取扱金融機関／宮崎銀行　本・支店、綾町農業協同組合、全国の郵便局
振替口座の変更／振替依頼申請書での変更の手続きが必要
振　　替　　日／毎期月末が振替日（税目によって納期月が異なる）
　　　　　　　　ただし12月は25日に引き落とし（振替日が土・日・祝の場合は金融機関の翌営業日）

■問い合わせ先／税務係　☎７７－１１１３

人生100年時代を充実して過ごしましょう！

納税は安心・安全・便利な口座振替で！

令和4年度　納期一覧
税　目　　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

固定資産税 1期 2期 3期 4期

町県民税 1期 2期 3期 4期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

軽自動車税 1期
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健康センター ☎77-0195

無医地区巡回診療
広沢地区
　5月20日（金）12:00～12:45
倉輪地区
　5月20日（金）13:00～13:45

　不妊の悩みを専門

の相談員（保健師・助

産師・看護師・医師）

がお受けします。相

談は無料です。一人

で悩まずにご相談く

ださい。

主な相談内容
・・　不妊症・不育症に伴う身体や心の悩み・不安

・・　治療・検査の方法や費用

・・　治療を行っている医療機関の情報

・・　特定不妊治療費の助成に関する情報　　など

相談方法
　電話／毎週火・水・金曜日（祝日を除く）

　　　　午前 9 時 30 分～午後 3 時 30 分

　　　　☎ 28-2668

　面談／毎週火・水・金曜日（祝日を除く）

　　　　県中央保健所（宮崎市霧島 1 丁目）

　　　　※要事前予約

　メール／ wing@pref.miyazaki.lg.jp

　　　　※回答に時間がかかることがあります

　各自治公民館で午前 9 時 30 分から行います。
※四枝地区のみ午後 1 時 30 分から

　感染症対策のため予約制で

行います。各相談・離乳食教

室の参加希望者は事前に電話

でお申し込みください。

乳児相談
（おっぱい・育児相談）
■日時／ 5 月 9 日（月）午後 1 時 15 分～

■対象／乳児と母親

※乳児相談の希望者はバスタオルを、おっぱい相

談の希望者はタオルを持参のこと

3 歳 6 カ月児健康診査
■日程／ 5 月 13 日（金）

■対象／平成 30 年 9、10 月生および未受診者

離乳食教室（5 ～ 11 カ月児）
■日時／ 5 月 26 日（木）午後 1 時～

おっぱい相談
■日時／ 5 月 26 日（木）午後 1 時 30 分～

　※希望者はバスタオルとタオルを持参のこと

　申し込みをした人には事前に受診票を送ります。

届かない場合は、健康センターへご連絡ください。

　自分の健康状態を確認し、病気の早期発見や生活

習慣の改善につなげるため、年に 1 回は特定健診を

受けましょう。

肺がん検診
■日程／ 5 月 17 日（火）、18 日（水）、19 日（木）

■対象／ 40 歳以上の町民

成人健診・特定健康診査
　大腸がん・骨粗しょう症・前立腺がん・胃がん健

診（バリウム検査・ABC 検査）も実施します。

■日程／ 5 月 24 日（火）、25 日（水）、26 日（木）

■対象／ 40 ～ 74 歳の国民健康保険加入者

フレッシュ健康診査
■日程／ 5 月 24 日（火）、25 日（水）、26 日（木）

■対象／ 20 ～ 39 歳の町民

子育てに関する相談など 不妊専門相談センター「ウイング」

お達者クラブ
今月の健診

実 施 日 地　区 実 施 日 地　区
6日（金） 古屋 18日（水） 揚町
9日（月） 宮原 19日（木） 西中坪
10日（火） 南麓 20日（金） 東中坪
12日（木） 倉輪 24日（火） 中堂
13日（金） 北麓 26日（木） 麓
16日（月） 立町 27日（金） 昭和
17日（火） 上畑・四枝

■問い合わせ先／綾町社会福祉協議会　☎ 77-3099
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子育て支援センター ☎77-1154

　新型コロナウイルスの感染拡大状況により、行事
は延期・中止になる場合があります。詳しくはセン
ターにお問い合わせください。

11 日（水）　わくわく広場　
■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／イモの苗植え

汚れても良い服装で、帽子や水筒などを持ってご参

加ください。秋にはおいしいイモを収穫しますよ。

　

18 日（水）　親子教室「コアラ」
■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／父の日のプレゼント作り

毎日頑張っているお父さんのために親子でプレゼ

ント作りに挑戦しませんか？材料はセンターで準

備します。

25 日（水）　誕生会
■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／ 5 月生まれのお友達の誕生会

対象者にはハガキでお知らせしています。ハガキ

が届かないときはご連絡ください。

一時的保育（☎ 77-1154）
　体調が悪くて子どもの世話ができないときや冠婚

葬祭などの用事に子どもを同伴できないときなどに

利用できる一時的保育サービスがあります。

■利用時間／祝日を除く月～土曜日の午前 8 時 30

　　　　　　分～午後 5 時

■利 用 料／半日 500 円、1 日 1,000 円

あやっ子ケアルーム（☎ 77-3733）
　「子どもが急に発熱してしまったけれど、仕事を休

めない」。そんなときは、病児・病後児保育施設「あ

やっ子ケアルーム」をご利用ください。

　生後 6 カ月～小学 6 年生までお預かりします。利

用には事前の登録が必要です。料金や利用方法など

詳しくはお問い合わせください。

　オムツかぶれを予防す

るには、お尻を清潔に保つ

ことがいちばん大切です。

オムツはこまめにとりか

えるようにしましょう。

　かぶれが見られる場合

は、オムツを交換するたび

に患部をぬるま湯で洗い、よく水分を拭き取ってか

ら新しいオムツをつけましょう。洗わずに、乾いた

布でこするのは禁物です。

　ウンチの時は、脱脂綿にベビーオイルを含ませて

拭くとオムツかぶれを防止に効果的です。

5月の行事

気軽にご利用ください

オムツかぶれをしていませんか

今月のPHOTO

スヤスヤお昼寝の時間です

お誕生おめでとう
3月1日～31日に受付のあったお子さんです

中村 舞 ちゃん［女］ R4.3.3 生
（なかむら まい） 保護者：行人さん ［神下］

斉藤 穂樹 ちゃん［男］ R4.3.23 生
（さいとう ほのき） 保護者：卓也さん ［立町］

平田 結希斗 ちゃん［男］ R4.3.23 生
（ひらた ゆきと） 保護者：雅之さん ［西中坪］

上野 心暖 ちゃん［女］ R4.3.23 生
（うえの こはる） 保護者：一博さん ［立町］
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有機農業開発センター ☎77-0100

　農業委員会では、農地のあっせんをしています。新

たにあっせんの申し出があった農地は次のとおりで

す。

　なお、農地を購入する場合は、譲り受けの条件が

あります。詳しくは 5 月 13 日（金）までに各地区

の農業委員、農地利用最適化推進委員または農業委

員会事務局（☎ 77-0100）へお問い合わせください。

■あっせんする農地／田 25 アール（宮原）

　綾町は、農林水産省が

認める登録認証機関とし

て有機農産物などの事業

者の認証業務を行ってい

ます。登録認証機関に

なっている自治体は国内で 5 カ所と希少であり、「有

機農業のまち」としての認知度向上や販路拡大を目

指し、認証の取得を推進しています。

　有機 JAS を取得し「JAS マーク」を貼ることで

「有機・オーガニック」などの表示ができ、有機栽培

の証明が可能になります。また、認証取得は 1 ほ場

から申請できます。

■認証申請手数料（初回登録時）／

　①有機農産物

　　認証手数料 3,000 円

　　農地検査手数料 2,000 円（1 ほ場につき）

　②有機加工食品 24,000 円

　③小分け業者 24,000 円

※年 1 回の更新時に監査手数料 3,000 円が必要

　　　　　　　　　　　

　令和 4 年 4 月から土壌分析の料金を下記のとおり

改定しています。

■料金／令和 4 年度　1,000 円

　　　　令和 5 年度　1,500 円

　　　　令和 6 年度　2,000 円

※自然生態系農業実践振興会の会員の場合は、料金

　のうち 500 円を同会が負担します

　　町内の農家

が参加している

県の「地域食資源

高付加価値化推

進事業（ローカル

フードプロジェ

クト）」の経過発

表会は 3 月 14 日、フォレスト綾川荘で行われまし

た。

　町内の農家は、県内の航空会社や加工製造業者な

どと協働でプロジェクトに参加し、朝どれの野菜を

その日のうちに首都圏の飲食店に届けたり、ニンジ

ンの葉の加工品を製造したりと、流通拡大につなが

る新たな取り組みに挑戦していることを報告。また、

事業に協力している本県出身の秋田絢也シェフが町

産のニンジンや

レタス、ダイコ

ン、ふどう豚な

どの食材を生か

して腕を振るっ

た料理の試食も

ありました。

　綾町機械利用組合では、農家の経営安定を図るた

め、農業機械の貸し出しを行っています。使用後は

燃料を満タンにし、洗浄してご返却ください。

農地のあっせん　

有機JASを取得しませんか

土壌分析の料金改定　

ローカルフードプロジェクト報告会

農業用機械の料金

宮 崎 県 綾 町

利用料（1日あたり）

機械 利用料

トラクター 7,600円

管理機 3,000円

畝立てマルチ張り管理機 9,000円

ゴボウ掘り取り機 4,000円

バレイショ植え付け機 3,000円

つる切り機 6,000円

カンショ掘り取り機 4,000円

カンショ掘り取り機（ポテカルゴ） 9,000円

フレールモア 4,000円

深耕ロータリー 4,000円
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綾てるは図書館 ☎77-0180

5 月 14 日（土）　午前 10 時～午後 3 時 30 分
　①～③のいずれも 5 月 11 日（水）までにカウン

ターまたは電話でお申し込みください。

①町内在住の大見さんによるパントマイム

　■時間／午前 10 時～ 10 時 30 分

②ハープ奏者・堀之内聡子さんによる演奏会

　■時間／午後 1 時～ 2 時

③町内在住の木村さん夫妻による絵本の読み聞かせ

　と人形劇　

　■時間／午後 2 時 10 分～ 3 時 30 分

マンガの世界
　町内在住の鬼村知宏さん・祐紀子さん夫妻が所蔵

するマンガ約 2,000 冊を自由に読むことができます。

■日時／ 5 月 28 日（土）～ 29 日（日）午前 9 時

　　　　30 分～午後 4 時

■場所／学習・視聴覚室

■対象／小・中・高校生および一般

　　　　（午前・午後各 15 人のみ入室可）

■申込方法／ 5 月 1 日（日）～ 22 日（日）にカウ

ンターまたは電話でお申し込みください

おはなし会　

■日時／毎週土曜日の午後 2 時～ 2 時 30 分

子ども映写会（毎月第 3 土曜日）
■日時／ 5 月 21 日（土）　午後 2 時 30 分～ 4 時

5 月 1 日（日）から昨年度の利用者リクエストを

受けて購入したＤＶＤの貸出をスタートします。

※3日（火）､4日（水）､5日（木）は祝日開館

講演「災害に備えて」
　日ごろの防災対策に役立つ講話です。ぜひご参加

ください。聴講無料。

■日時／ 6 月 8 日（水）午後 6 時～ 7 時 30 分

■講師／宮崎県防災士・田中みどりさん

■対象／一般 30 人

■場所／学習・視聴覚室

■募集期間／ 5 月 17 日（火）～ 6 月 3 日（金）に

カウンターまたは電話でお申し込みください

ホルンミニコンサート
　ホルンの優しい音色を聴

きにぜひご来館ください。

■日時／ 6 月 19 日（日）

　　　　午後 2 時～ 3 時

■対象／一般 30 人

■募集期間／ 6 月 1 日（水）～ 14 日（火）にカウ

ンターまたは電話でお申し込みください

子ども図書館まつりの参加者募集

５月の催し

６月の催し（参加者募集）

おすすめの本

[ 一般書 ]
○ブロークン・ブリテンに聞け
○こじらせ美術館
○アーノルド・ローベルの全仕事  
○母の待つ里� 浅田 次郎  著
○ Schoolgirl � 九段 理江  著
○探花� 今野 敏  著
○ブラックボックス� 砂川 文次  著

[ 児童書 ]
○中学校ってどんなとこ ?
○おいしいごはんとあまいコーヒー
○お花のドレスの B プラン� あんびる やすこ  著
○ 5 分後に涙腺崩壊のラスト� エブリスタ  編
○きょうりゅうたち
○たすひくねこ
○バーバパパのかたちさがし

※ほかにもたくさんの本が入っています

毎週月曜日5月の休館日 感染症の影響による閉館や行事変更などの情報は
ホームページで随時お知らせします。

URL  aya-lib.jp
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い
た
木
製
テ
ー
ブ
ル
。
ナ
イ
フ
に
よ
る
切
り
傷
や
変
色
の
あ
と
も
残
っ
て
い

る
は
ず
。「
た
た
ず
ま
い
に
昭
和
を
の
こ
す
」が
詩
的
表
現
で
心
に
響
く
。
昭
和
の
た
た
ず
ま
い
を
ペ
ン

キ
で
消
す
寂
し
さ
と
、
令
和
の
お
孫
さ
ん
が
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
し
「
物
の
い
の
ち
」
を
再
生
す
る

う
れ
し
さ
が
滲に
じ

ん
で
い
る
。
親
か
ら
子
へ
、
さ
ら
に
は
孫
へ
と
物
と
心
を
大
事
に
す
る
こ
と
を
後
世
に

継
承
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
母
は
母
。
母
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
る
、
い
わ
ゆ
る
母
恋
の
歌
。
二
句
と
三
句

の
「
母
を
恋
ふ
日
の
花
こ
ぶ
し
」
の
「
は
」
音
の
重
な
り
（
頭
韻
と
い
う
）
が
や
さ
し
い
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
る
。
満
開
ゆ
え
に
喜
ぶ
こ
と
は
万
人
の
心
境
だ
。
だ
が
満
開
ゆ
え
に
「
さ
び
し
き
」
と
詠

う
。
生
前
の
母
と
作
者
と
こ
ぶ
し
を
繋
ぐ
出
来
事
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
満
開
ゆ
え
に
「
ま
し
て

さ
び
し
き
」
と
い
う
感
性
に
詩
心
が
あ
る
。
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　第 47 回九州 U － 12 サッカー大会

宮崎県大会は 3 月 19 日～ 27 日、県

内各会場で開催されました。

　県内から 89 チームが参加し、綾錦

原サッカースポーツ少年団（押川優心

キャプテン・22 人）がベスト 8 の好

成績をおさめました。おめでとうござ

います。今後のさらなる活躍を期待し

ます。

　綾町と宮崎大学、南九州大学が連携

し取り組んでいる調査・研究の年次報

告会（オンライン）は、3 月 16 日に

行われました。令和 3 年度は、動物の

生態に関する調査や食品開発など7件

の委託研究が行われました。また、コ

ケの利活用調査や環境教育など9件の

取り組みが全国の高等教育機関や財団

との連携で実施されています。詳しく

は綾ユネスコエコパーク推進室へお問

い合わせください。

　綾町生涯学習講座で俳句を学んだ年

森豊治さん（麓）が、年森恵水の俳号

でこれまで創作した作品をまとめ、句

集として発刊されました。

　「俳句の深遠な世界が今後、何かの礎

になればと願ってまとめました」と年

森さん。句集は綾てるは図書館に寄贈

されていますので、皆さんもぜひ手に

取って俳句

の奥深さや

年森さんの

思いに触れ

てみてくだ

さい。

おめでとうございます 大学連携事業を報告 句集「落葉しぐれ」刊行

　綾町消防団（瀬口通明団長）の入退団式は

3 月 28 日、町体育館で行われました。13

人が退団、15 人が入団し、令和 4 年度は

201 人体制での活動となります。

　式では退団者への感謝状贈呈、入団者の

任命、辞令交付などが行われました。退任

した重永学さんの後任として髙妻茂さんが

副団長に就任したほか、上村英輔さんが新

たに指導員に就任しました。また、指導員

の尾原浩光さんが日本消防協会精績章を受

賞され、伝達式も行われました。今後のま

すますの活躍を期待します。

令和４年度の団幹部および各部の部長（敬称略）

　団　長／瀬口通明（上畑）　副団長／小松茂樹（南麓）、髙妻茂（麓）

　指導員／尾原浩光（東中坪）、坂本耕太郎（南麓）、上村英輔（昭和）

　第１部／田上友喜（倉輪、上畑、四枝、中堂）

　第２部／淵本優生（揚町、立町、二反野、宮谷）

　第３部／西元卓也（南麓）　第４部／八村裕二（神下、東中坪、西中坪）

　第５部／福冨貴裕（麓、北麓、久木野々）　第６部／杉田薫（杢道、割付、尾立、竹野）

　第７部／四反田貴宏（宮原）　第８部／倉田和幸（古屋、昭和）　本部／森本隆太

綾町消防団　令和4年度は201人体制で活動
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くらしの情報［ 5 月 ］
　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
考
え
よ

う
！
大
人
に
な
る
と
で
き
る
こ
と
、

気
を
付
け
る
こ
と
～
18
歳
か
ら
大

人
に
～
」
で
す
。

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
成
人

年
齢
が
18
歳
に
な
り
ま
し
た
。
大

人
に
な
る
と
、
住
宅
の
賃
貸
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
契
約
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
契
約
は
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、人
や
社
会
、地
域
な
ど
に

配
慮
し
た
「
自
分
で
考
え
る
消
費

者
」
に
な
る
こ
と
が
社
会
や
世
界

の
持
続
可
能
性
に
つ
な
が
り
ま
す
。

消
費
者
月
間
を
、
こ
う
し
た
こ
と

を
考
え
実
践
す
る
き
っ
か
け
に
し

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
困
っ
た
と
き

は
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

の
電
話
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
消
費
者
庁
）

　

高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー
の
歩
行

浴
プ
ー
ル
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
開

放
し
て
い
ま
す
。健
康
増
進
・
維
持

の
た
め
に
利
用
し
ま
せ
ん
か
。
利

用
無
料
。

◎
利
用
時
間
／
平
日
お
よ
び
４
～

10
月
の
隔
週
土
・
日
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

◎
対
象
／
40
歳
以
上

※
詳
細
は
プ
ー
ル
入
口
受
付
の
予

定
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
77
‐
１
１
３
３

　

町
民
が
、
町
内
の
施
工
業
者
を

利
用
し
て
居
住
す
る
住
宅
な
ど
の

修
繕
・
補
修
な
ど
の
工
事
を
行
う

場
合
に
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。申
込
順
で
受
け
付
け
ま
す
。申

請
は
必
ず
着
工
前
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

◎
対
象
者
／
町
内
に
居
住
し
、
住

民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
人
（
町
税
な
ど
の
滞

納
が
な
い
こ
と
）

◎
補
助
率
／
10
％
（
１
千
円
未
満

切
り
捨
て
）

◎
補
助
の
上
限
／
10
万
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

商
工
観
光
係
☎
77
‐
３
４
６
４

 　

町
内
の
空
き
家
や
空
き
店
舗
を

活
用
し
創
業
す
る
事
業
者
に
対
し

て
改
修
・
賃
借
料
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
申
込
順
で
受
け
付
け
ま

す
。

◎
対
象
者
／
町
内
に
居
住
す
る
個

人
ま
た
は
町
内
に
事
業
所
を
置

く
法
人
（
３
年
以
上
継
続
し
て

原
則
的
に
昼
間
の
営
業
を
行
う

こ
と
）

◎
補
助
金
の
限
度
額
／
改
修
工
事

対
象
経
費
の
10
％
（
上
限
10
万

円
）、賃
借
料
月
額
２
万
円
以
内

（
開
業
後
１
～
36
カ
月
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

商
工
観
光
係
☎
77
‐
３
４
６
４

　

結
婚
に
伴
う
経
済
的
な
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
住
宅
の
賃
借
料

や
引
越
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

◎
対
象
／
令
和
４
年
１
月
１
日
～

同
５
年
３
月
31
日
に
婚
姻
届
を

提
出
し
、
と
も
に
39
歳
以
下
の

夫
婦
（
婚
姻
届
を
受
理
さ
れ
て

６
カ
月
以
内
で
あ
る
こ
と
）

※
世
帯
の
所
得
合
計
額
が
４
０
０

　

万
円
未
満

◎
対
象
経
費
／
結
婚
を
機
に
新
た

に
住
宅
を
賃
借
し
た
際
の
費
用

（
敷
金
・
礼
金
・
仲
介
手
数
料
）、

引
越
費
用
（
引
越
業
者
を
利
用

し
た
場
合
に
限
る
）

◎
補
助
額
／
上
限
30
万
円

◎
提
出
書
類
／
補
助
金
交
付
申
請

書
（
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）、戸
籍
謄
本

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
／

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

☎
77
‐
３
４
６
４

　

令
和
４
年
度
の
町
公
民
館
生
涯

学
習
講
座
「
綾
ふ
れ
あ
い
教
室
」

へ
の
お
申
し
込
み
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
開
講
式
を
行
い
ま

す
の
で
、
受
講
を
申
し
込
ん
だ
人

は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

お
知
ら
せ

結
婚
新
生
活
の
支
援

町
公
民
館
講
座
開
講
式

新
規
創
業
を
支
援
し
ま
す

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

歩
行
浴
プ
ー
ル
の
利
用

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の

工
事
費
を
補
助

横断歩道は歩行者優先！
　横断歩道が歩行者優先であるこ
とは、マナーでなくルールです。歩
行者がいないことが明らかなとき
を除き、ドライバーは横断歩道に
近づいたら直前で停止できるよう
な速度で進まなければいけません。
　法律では、信号のない横断歩道を横断中または横断しよ
うとしている歩行者がいる場合は、一時停止をしなければ
ならないと定められています。しかし、県内では 70％近
くのドライバーが信号のない横断歩道で一時停止をして
いないことが調査で分かっています。横断歩道に歩行者が
いるにもかかわらず一時停止をしなかった場合、「横断歩
行者等妨害等違反」となり、反則金処分が科されます。特
に登下校の時間帯や、歩行者が見えにくい夕方から夜間の
時間帯は注意しましょう。

（危機管理係）
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◎
日
時
／
５
月
21
日
（
土
）
午
前

10
時
～

◎
場
所
／
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
係
☎
77
‐
１
１
８
３

　

綾
町
お
で
か
け
バ
ス
カ
（
１
０

０
円
バ
ス
専
用
カ
ー
ド
）
の
特
設

交
付
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
対
象

者（
70
歳
以
上
の
町
民
）に
は
資
格

証
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎
受
付
日
時
／
５
月
23
日
（
月
）

～
27
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時

◎
場
所
／
宮
交
バ
ス
綾
待
合
所

※
右
の
日
時
以
外
は
宮
崎
駅
・
宮

交
シ
テ
ィ
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
が
で
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

福
祉
・
児
童
家
庭
係

☎
77
‐
１
１
１
４

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
前
日
ま

で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
日
／
５
月
31
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
５
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

上
下
水
道
係
☎
77
‐
３
４
６
７

　

原
材
料
費
や
輸
送
費
の
上
昇
に

伴
い
、
６
月
か
ら
ご
み
袋
の
販
売

価
格
を
変
更
し
ま
す
。

◎
燃
や
せ
る
ご
み
／
大
２
２
０
円
、

小
１
９
０
円

◎
資
源
ご
み
／
大
２
１
５
円
、
小

１
９
０
円

◎
燃
や
せ
な
い
ご
み
／
大
２
１
５

円
■
問
い
合
わ
せ
先
／

生
活
環
境
係
☎
77
‐
３
４
６
５

　

て
る
は
ド
ー
ム
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

開
催
は
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

で
、
１
部
が
午
後
２
～
４
時
、
２

部
が
午
後
６
～
８
時
で
す
（
開
催

日
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
指
導
者
／
草
水
秋
一
さ
ん

◎
資
格
・
略
歴
／

・・
全
米
ス
ト
レ
ン
グ
ス
＆
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
ほ
か
２
資
格

・・
健
康
運
動
指
導
士

・・
健
康
運
動
実
践
指
導
な
ど

・・
県
内
外
で
高
齢
者
向
け
の
運
動

教
室
、
講
演
、
体
験
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

■
問
い
合
わ
せ
先
／

て
る
は
ド
ー
ム

☎
77
‐
１
１
１
５

　

綾
町
商
工
会
館
（
綾
ふ
れ
あ
い

館
）
に
は
、
ど
な
た
で
も
交
流
な

ど
に
利
用
で
き
る
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
館
内
で
は
無
料

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
接
続
可

能
で
す
。

◎
利
用
時
間
／
水
～
日
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
４
時

※
月
・
火
曜
日
定
休

◎
利
用
料
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
町
商
工
会
☎
77
‐
０
０
１
７

　

調
停
と
は
、
裁
判
所
が
そ
れ
ぞ

れ
の
言
い
分
を
聞
い
て
話
し
合
い

に
よ
っ
て
問
題
の
解
決
を
図
る
手

続
き
で
す
。

◎
調
停
の
特
徴
／
手
続
き
が
簡
単
、

費
用
が
安
い
、
判
決
と
同
じ
効

果
が
あ
る
な
ど

◎
民
事
調
停
の
例
／

・・
貸
し
た
お
金
を
返
し
て
ほ
し
い

・・
近
所
の
騒
音
に
困
っ
て
い
る

◎
家
事
調
停
の
例
／

・・
離
婚
し
た
い
が
冷
静
に
話
し
合

え
な
い

・・
養
育
費
を
も
ら
い
た
い

・・
遺
産
相
続
で
も
め
て
い
る

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
簡
易
裁
判
所

☎
68
‐
５
１
５
３

宮
崎
家
庭
裁
判
所

☎
68
‐
５
１
４
６

　

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
公
的

職
業
訓
練
）
は
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
や
希
望
す
る
就
職
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
な
技
術
・
知
識
を
習

得
で
き
る
公
的
な
制
度
で
す
。
受

講
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
職

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
受
講
料

無
料
（
一
部
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
を

除
く
）。

　

訓
練
コ
ー
ス
に
は
事
務
・
Ｉ
Ｔ
・

介
護
福
祉
・
美
容
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
労
働
局
職
業
安
定
部

☎
38
‐
８
８
３
８

　

飼
い
犬
は
、メ
ー

タ
ー
か
ら
離
し
て

つ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
メ
ー

タ
ー
の
上
や
周
り

に
は
物
を
置
か
な

い
よ
う
に
、ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

上
下
水
道
係
☎
77
‐
３
４
６
７

　

道
路
沿
い
に
植
栽
さ
れ
て
い
る

家
庭
の
庭
木
な
ど
の
枝
が
道
路
上

に
伸
び
、
通
行
に
支
障
が
出
て
い

る
場
所
が
多
数
あ
り
ま
す
。
所
有

調
停
制
度
１
０
０
周
年

水
質
検
査

くらしの情報［ 5 月 ］

ご
み
袋
の
販
売
価
格
が

か
わ
り
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

綾
ふ
れ
あ
い
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
を

受
け
ま
せ
ん
か

お
で
か
け
バ
ス
カ

特
設
交
付
手
続
き

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

お
願
い

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

樹
木
の
管
理
の
お
願
い
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し
て
い
る
土
地
の
樹
木
の
枝
葉
が

通
行
の
支
障
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

確
認
と
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

管
理
係
☎
77
‐
３
４
６
７

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、「
突
然
解

雇
さ
れ
た
」「
給
料
が
支
払
わ
れ
ず

困
っ
て
い
る
」「
職
場
の
同
僚
や
上

司
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
を

受
け
て
悩
ん
で
い
る
」
な
ど
、
職

場
で
の
悩
み
や
雇
い
主
と
労
働
者

の
間
で
起
こ
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。

◎
受
付
時
間
／
平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５

時
◎
電
話
番
号
／
働
く
あ
ん
し
ん

サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
☎
26
‐

７
５
３
８

※
面
談
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
で

き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
26
‐
７
２
６
２

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

は
、
就
職
・
再
就
職
や
社
会
貢
献
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
な
ど
女
性
の
生

き
方
・
働
き
方
の
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
専
門
の
相
談
員

が
無
料
で
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

◎
受
付
日
時
／
祝
日
を
除
く
月
～

土
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
◎
相
談
方
法
／
電
話
お
よ
び
面
談

※
面
談
は
要
予
約

■
相
談
先
／

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

専
用
電
話
☎
29
‐
８
５
４
４

　

み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
／
サ
ポ
ス
テ
・
プ
ラ

ス
で
は
、
一
人
ひ
と
り
に
添
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
就
職
に
向
け
支
援

し
ま
す
。
49
歳
ま
で
の
就
職
氷
河

期
世
代
の
支
援
も
あ
り
ま
す
。

◎
主
な
支
援
内
容
／
キ
ャ
リ
ア
相

談
、
就
職
に
向
け
て
の
悩
み
相

談
、
終
活
セ
ミ
ナ
ー
、
職
場
適

性
検
査
、
職
場
体
験
な
ど

◎
対
象
／
15
～
49
歳
で
無
職
ま
た

は
仕
事
が
週
20
時
間
未
満
の
人

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
／

み
や
ざ
き
若
者
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
／

サ
ポ
ス
テ
・
プ
ラ
ス
宮
崎
本
部

☎
25
‐
４
３
４
５

　

Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の

暴
力
）
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

Ｄ
Ｖ
は
身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
な

く
、
大
声
で
怒
鳴
っ
た
り
人
前
で

差
別
的
な
発
言
を
し
た
り
す
る

「
精
神
的
暴
力
」、
避
妊
に
協
力
し

な
い
な
ど
の
「
性
的
暴
力
」、生
活

費
を
渡
さ
な
い
な
ど
の
「
経
済
的

暴
力
」、交
友
関
係
を
細
か
く
指
示

す
る
と
い
っ
た
「
社
会
的
暴
力
」、

子
ど
も
の
前
で
暴
力
を
ふ
る
っ
た

り
脅
し
た
り
す
る
「
子
ど
も
を
利

用
し
た
暴
力
」
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
う
外
出
自
粛
や
休
業
が

行
わ
れ
る
中
で
、
生
活
へ
の
不
安

や
ス
ト
レ
ス
を
原
因
と
し
た
Ｄ
Ｖ

の
深
刻
な
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
窓
口
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
暴
力
に
あ
っ

た
ら
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
機
関
と
電
話
番
号

・・
県
女
性
相
談
所
（
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
22
‐
３
８
５
８

・・
警
察
安
全
相
談
室

　

☎
26
‐
９
１
１
０

・・
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

☎
60
‐
１
８
２
２

・・
宮
崎
地
方
法
務
局
（
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
８
１
０

・・
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎
（
性
暴

力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
38
‐
８
３
０
０

・・
Ｄ
Ｖ
相
談
プ
ラ
ス

　

☎
０
１
２
０
‐
２
７
９
８
８
９

（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
メ
ー
ル

や
チ
ャ
ッ
ト
で
の
相
談
も
可
能
、

10
カ
国
語
対
応
）

　

差
別
や
虐
待
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
電
話
は
最
寄
り
の
法
務
局

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
面
接

に
よ
る
相
談
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

◎
受
付
時
間
／
平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
相
談
先
／

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
１
１
０

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談

h
ttp

s://w
w

w
.jin

ken
.go

.jp

　

綾
小
・
中
学
校
の
環
境
整
備
や

読
書
活
動
、
ふ
る
さ
と
学
習
の
指

導
な
ど
「
学
校
の
応
援
団
」
と
し

て
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

◎
活
動
内
容
／
校
内
の
草
刈
り
、

花
の
植
え
替
え
、
読
み
聞
か
せ
、

図
書
の
整
理
・
貸
し
出
し
、伝
統

芸
能
継
承
、
英
会
話
指
導
、
戦

争
体
験
の
語
り
部
、
放
課
後
学

習
の
指
導
、
採
点
な
ど

◎
応
募
方
法
／
専
用
の
登
録
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
教

育
委
員
会
内
の
学
校
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
お
住
ま
い
の
地
区

の
自
治
公
民
館
長
に
ご
提
出
く

だ
さ
い

※
登
録
用
紙
は
教
育
委
員
会
で
配

布
し
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

学
校
支
援
セ
ン
タ
ー

（
綾
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
77
‐
１
１
８
３

くらしの情報［ 5 月 ］

若
者
の
就
活
を
応
援

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

女
性
の
生
き
方
相
談

相　

談

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の

暴
力
に
関
す
る
相
談

働
く
あ
ん
し
ん

サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募　

集
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くらしの情報［ 5 月 ］
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
み
や
ざ
き
は
、
冠
婚
葬
祭

や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
時
に
子
ど
も

の
送
迎
や
一
時
預
か
り
を
依
頼
で

き
る
仕
組
み
で
、
利
用
に
は
事
前

登
録
が
必
要
で
す
。
宮
崎
市
だ
け

で
な
く
、
国
富
町
・
綾
町
在
住
者

も
利
用
で
き
ま
す
。
会
員
登
録
会

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
／
５
月
１
日
（
日
）、15
日

（
日
）、
27
日
（
金
）
の
い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
、
午
後
２
時
～

◎
持
参
す
る
も
の
／
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な

ど
）、
子
ど
も
の
健
康
保
険
証
、

子
ど
も
の
か
か
り
つ
け
医
の
診

察
券
、
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
み
や
ざ
き

☎
62
‐
０
２
５
２

　

８
月
１
日
は
「
水
の
日
」
で
す
。

国
土
交
通
省
と
宮
崎
県
は
、「
水
の

日
」
の
行
事
の
一
環
と
し
て
中
学

生
を
対
象
に
し
た
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。

◎
テ
ー
マ
／
水
に
つ
い
て
考
え
る

※
題
名
自
由

◎
対
象
／
県
内
在
住
の
中
学
生

◎
規
定
／
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
４
枚
以
内
で
、
本
文
の
前
に

題
名
・
学
校
名
（
ふ
り
が
な
）・

学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い

◎
応
募
期
限
／
５
月
６
日
（
金
）

◎
応
募
先
／

　

〒
８
８
０
‐
８
５
０
１

　

宮
崎
市
橘
通
東
２
‐
10
‐
１

　

県
総
合
政
策
部
中
山
間
・
地
域

政
策
課
「
全
日
本
中
学
生
水
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

◎
審
査
／
県
に
お
い
て
地
方
審
査

を
行
い
５
作
品
以
内
を
中
央
審

査
に
出
品

◎
入
賞
発
表
／
７
月
中
旬
以
降

■
問
い
合
わ
せ
先
／

県
中
山
間
・
地
域
政
策
課

☎
26
‐
７
０
３
６

　

総
務
省
で
は
、10
月
18
日
の「
統

計
の
日
」
の
広
報
活
動
に
活
用
す

る
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入

選
者
に
は
表
彰
状
と
副
賞
が
送
ら

れ
ま
す
。

◎
部
門
／
小
学
生
の
部
、
中
学
生

の
部
、
高
校
生
の
部
、
一
般
の

部
◎
規
定
／
自
作
で
未
発
表
の
も
の

（
１
人
５
作
品
ま
で
）

◎
応
募
方
法
／
部
門
、
居
住
す
る

都
道
府
県
名
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
所
属
・
学
校
名
（
学
年
）、

電
話
番
号
、
標
語
を
明
記
し
て

５
月
９
日
（
月
）
ま
で
に
総
務

省
へ
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
便

の
い
ず
れ
か
で
応
募

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
／

総
務
省
政
策
統
括
官
室

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

to
u
kein

o
h
i@

so
u
m

u
.go

.jp

〒
１
６
２
‐
８
６
６
８

東
京
都
新
宿
区
若
松
町
19
‐
１

☎
０
３
‐
５
２
７
３
‐
１
１
４
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
‐
５
２
７
３
‐

１
１
８
１

　

楽
し
み
な
が
ら
作
品
を
作
っ
た

り
展
覧
会
を
鑑
賞
し
た
り
す
る
県

立
美
術
館
主
催
の
「
子
ど
も
美
術

教
室
」で
は
、身
の
周
り
の
い
ら
な

く
な
っ
た
物
を
箱
に
詰
め
て
ア
ー

ト
作
品
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
ハ
コ
で
ア
ー
ト
！
」
を
開
催

し
ま
す
。
保
護
者
同
伴
で
の
参
加

も
可
能
で
す
。
参
加
無
料
。

◎
日
程
／
６
月
11
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時

◎
対
象
／
５
人
以
下
の
家
族
・
グ

ル
ー
プ
（
定
員
４
組
）

◎
申
込
開
始
／
５
月
11
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら

◎
申
込
方
法
／
電
話
（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

県
立
美
術
館
☎
20
‐
３
３
２
８

　

令
和
５
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
友
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
お
題

を
詠
み
込
ん
だ
短
歌
を
募
集
し
ま

す
。

◎
規
定
／
未
発
表
の
短
歌
ひ
と
り

一
首

◎
詠
進
方
法
／
習
字
用
の
半
紙
を

横
長
に
用
い
、
毛
筆
で
右
半
分

に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月

日
・
性
別
・
職
業
を
縦
書
き
で

明
記
し
て
く
だ
さ
い

◎
詠
進
期
限
／
９
月
30
日
（
金
）

の
消
印
有
効

※
病
気
や
障
が
い
に
よ
り
毛
筆
で

自
筆
で
き
な
い
場
合
は
、
代
筆

や
パ
ソ
コ
ン
使
用
、
点
字
で
も

詠
進
で
き
ま
す

※
詳
し
く
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
・
郵
送
先
／

〒
１
０
０
‐
８
１
１
１
（
住
所
不

要
）　

宮
内
庁

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

は
、
登
録
サ
ポ
ー
タ
ー
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
対
象
／
18
歳
以
上

◎
主
な
活
動
内
容
／
講
座
の
受
付
、

啓
発
グ
ッ
ズ
作
成
、
チ
ラ
シ
な

ど
の
発
送
、図
書
の
整
理
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
７
５
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
60
‐
１
８
３
３

in
fo

@
m

d
an

jo
.o

r.jp

統
計
の
日
の
標
語

歌
会
始
の
詠
進
歌

水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

フ
ァ
ミ
サ
ポ

会
員
登
録
会
の
参
加
者

子
ど
も
美
術
館
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

男
女
共
同
参
画
の

登
録
サ
ポ
ー
タ
ー

　

４
月
号
の
表
紙
写
真
の
出

展
者
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
宮
崎
市
・
小

田
中
等
さ
ん
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。
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